
令和６ 年７ 月27日（ 土）、 青野原オート キャ ンプ場にて、 市民33名（ う ち小学生18名、 保護者15名） と 役員・

事務局等の総勢55名によ って「 夏休み環境教室」 が開催さ れまし た。 前日の天気予報では曇のち午後から 雨の予

報で進行への影響が懸念さ れていまし たが、 当日の日中は良く 晴れ、 気温も 36℃まで上がる 陽気と なり まし た。

私は自家用車でキャ ンプ場へ直接集合でし たので、 一足先に現地入り し 会場の準備をし ながら バス で来る

参加者の皆さ んを待機し ていま し たが、キャ ンプ場は前日から 宿泊し ている 方や当日到着し た方が既に多く 、

各サイ ト から は楽し そう な声が聞こ えてき ていま し た。

バス から 降り てき た楽し みで胸いっぱいの子ど も 達を出迎え 、 簡単な開会式を終えた後、 いよ いよ 夏休み

環境教室がス タ ート し ま し た。

ま ず最初はマス のつかみ取り です。 いけすに放たれた数十匹のマス たちを子ど も 達だけで全て取っていく

のですが、 素早く ひら り ひら り と 動く マス の泳ぎに翻弄さ れ最初は中々捕ま えら れま せん 。 保護者の方々か

ら も「 こ っちにいる よ ！」「 頑張れ！」 と いう 声援が発せら れま す。 果敢につかみ取り をチャ レ ンジし ていく

子ど も 達は徐々にコ ツ を掴んでいき 、 遂に「 捕ま えた！」 の声と 歓声があちこ ちから 響く よ う になり ま し た 。

生き た魚の力強さ に直に触れる こ と ができ 、 子ども 達にと って一生の思い出に残る 特別な体験と なったこ と

かと 思いま す。

続いて川の生物自然観察会です。 子ど も 達は網と バケツ を持ち、 キャ ンプ場を流れる 道志川に入り 見つけ

た生物を採取し ていき ま す。 こ の時間になる と 気温も 非常に高く なってき ていたので 、 涼やかな川の水が気

持ちよ く 感じ ま し た。 数十分程採取を行った後、 川辺に集ま り 、 生物講師の先生から ヘビト ンボやカジカガ

エル等、 捕ま えた生物それぞれの解説があり ま し た。「 こ の生物がいる と いう 事は、 こ の川は非常に綺麗な

川なんだ」「 こ の綺麗な川を ど う かこ れから も 守っ てく ださ い」 と いう 先生のお話し を、 子ど も 達が真剣な

顔で聞いていたのが印象的でし た。

お昼ご飯と し て提供さ れた鮎の塩焼き と かてめし に舌鼓を打った後、 午後から は竹ト ンボや箸、 昆虫模型

を手作り する 竹細工教室が開かれま し た。 子ど も 達は竹細工製作の先生から「 こ こ をこ う いう 風に削ってね」

「 ゆっ く り ね」 等アド バイ ス を も ら いながら、 普段中々触る 機会の無いナイ フ を 片手に緊張し ながら も 皆楽

し そう に作品作り に取り 組んでいま し た。

今回の環境教室を通じ て、 子ど も 達は自然と 深く ふれあい、 その魅力を存分に味わう こ と ができ たかと 思

いま す。 こ の経験から 子ど も 達の心の中で自然への愛着が育ま れ、 将来の環境保護活動に繋がる こ と を願っ

ていま す。
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